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民間金融機関の農業経営支援の構図と今後の課題に関する研究
A Study on The Sculpture of Farm Management Supports by Phvate Fhancial Comorations.
泉井亮平(農業経営経済学分野)
【目的】
本研究の目的は､農業金融の分野における民間金融機関の立ち位置として､地域密着型金融の推進が始ま
って以来盛んに研究されている農業融資やビジネスマッチング以外にも､経営改善支援を行う主体としての
可能性を提示することである｡具体的には､ ①民間金融機関の農業経営支援の構図を数的に把握すること､
また②経営改善支援等の主体からの視点より､その課題や障害を把握した上で､経営改善支援の受け手側か
ら見た､民間金融機関に期待される役割を明確化することの二点を課題としている｡なお本研究では､農業
融資やビジネスマッチング､経営改善支援を包括的に捉えて農業経営支援と定義している｡
【材料と方法】
本研究では､特に農業色の強い東北地方における民間金融機関9社に加え､日本政策金融公庫､農林中央
金庫､さらには比較対象として､北陸地方と関東地方の民間金融機関各1社の計13社-のアンケート及びヒ
アリング調査を行った｡また受け手側としては､宮城県と青森県の農業法人各1社にヒアリング調査を行っ
た｡東北地方における民間金融機関は各県1社以上を調査しており､東北地方における民間金融機関の傾向
として言及することは可能であろう｡相関分析をはじめ､本研究で使用した変数は16種類である｡ただし､
多くの調査項目において金融機関内における守秘義務や対外非公表情報が含まれるため､ 5段階評価による意
向調査という形で行った｡
【結果と考察】
分析の結果､民間金融機関の農業経営支援-の意向の強さは､先行研究のように地域密着型金融の推進と
いった外的要因に限らず､各金融機関がその営業エリアにおける地域活性化の必要性を感じる強さや､支店
舗数といった金融機関の内的要因が強く影響していることが明らかになった｡また多くの金融機関において
経営改善支援に対しても重要性や必要性を強く感じている結果となった｡これは農業法人数等の関係上､農
業色の強い東北地方における特色と考えられる｡また民間金融機関に期待される役割としては､特に他産業
とのパイプ役に期待したビジネス情報の発信者という意見が強く､ ｢経営｣意識の強い農業法人にとって､民
間金融機関は間接的かつ補助的な立ち位置であるべきといった結果が得られた｡ただし､未だに多くの農業
法人は｢経営｣意識が希薄であるため､それを養うためにも民間金融機関の経営改善支援は必要であるとい
う意見も伺えた｡以上のことから､農業金融の分野における民間金融機関の立ち位置として､経営改善支援
は今後も十分検討すべき研究領域であると考えられる｡ただし､今後より実証的な分析を行うためにも､金
融機関内におけるミクロデータの集積や公開は必要不可欠であり､農業金融の課題である｡
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